
主　

催

６
月

28
日 

㈮

７
月

 　
4
日 

㈭

8
日 

㈪

10
日 

㈬

10
月

10
日 

㈭

東
京
湾
唯
一
の
自
然
島
猿
島
と
横
須
賀
軍
港
巡
り

第
３
回
全
国
俳
句
大
会
（
募
集
７
月
〜
８
月
）

第
６
回
全
国
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト（
募
集
７
月
〜
９
月
）

大
人
の
社
会
科
見
学　

防
衛
省
潜
入

日
光
戦
場
ヶ
原
ハ
イ
キ
ン
グ

那
須
茶
臼
岳
ハ
イ
キ
ン
グ

第
６
回
全
国
ゴ
ル
フ
大
会

湘　

南

本　

部

本　

部

京　

葉

北
関
東

な
ん
た
い

本　

部

実
施
日

◎
参
加
者
募
集
一
覧

内　
　
　
　

容

　

お
申
し
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ
は
Ｂ
Ｏ
Ｂ
会
事
務
局
へ
。

 

那
須
茶
臼
岳
ハ
イ
キ
ン
グ

　

今
年
の
ハ
イ
キ
ン
グ
は
、
関
東
平
野

が
大
展
望
で
き
る
、
北
関
東
を
代
表
す

る
山
の
一
座
で
す
。

期
日　

７
月
10
日
㈬　

雨
天
決
行

集
合　
Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
駅
東
口　

８
時

行
程　

宇
都
宮
駅　

峠
の
茶
屋　

峰
の

茶
屋　

牛
ヶ
首　

姥
ヶ
原
（
昼

食
）　

三
斗
小
屋
分
岐　

沼
原

湿
原
駐
車
場　

板
室
温
泉
（
入

浴
）　

千
本
松
牧
場　

宇
都
宮
駅

　
　

＊
ハ
イ
キ
ン
グ
所
要
約
４
時
間
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
コ
ー
ス
の

変
更
も
あ
り
ま
す
。

定
員　

27
名
（
最
少
催
行
人
員
20
名
）

　
　

＊
催
行
判
断
は
６
月
30
日
。

　
　
　

中
止
の
時
の
み
連
絡
し
ま
す
。

会
費　

５
０
０
０
円
（
バ
ス
・
入
浴
料
・

保
険
込
）

　
　

＊
昼
食
・
飲
物
・
雨
具
持
参
の
こ
と

締
切　

７
月
１
日
㈪

取
消　

７
月
１
日
㈪
〜　

３
０
０
０
円

主
催　

な
ん
た
い
倶
楽
部

担
当　

林　
　

守

　

☎
０
８
０
（
５
１
９
０
）
４
６
３
８

 

大
人
の
社
会
科
見
学　

防
衛
省
潜
入

　

防
衛
省
は
戦
後
の
官
公
庁
建
設
で
は

最
大
規
模
で
、
１
万
人
の
職
員
が
勤
務

し
て
い
ま
す
。
東
京
裁
判
の
法
廷
と
な

っ
た
大
講
堂
、
三
島
由
紀
夫
事
件
の
舞

台
、市
ケ
谷
記
念
館
な
ど
を
見
学
し
ま
す
。

期
日　

７
月
４
日
㈭

集
合　

防
衛
省
正
門
前　

９
時（
厳
守
）

　
　

＊
受
付
は
９
時
10
分
〜
９
時
20
分

　
　

＊
顔
写
真
付
の
身
分
証
明
書
持
参

の
こ
と

行
程　

正
門　

儀
仗
広
場　

市
ケ
谷
記

念
館　

屋
外
ヘ
リ
展
示
場　

厚

生
棟　

メ
モ
リ
ア
ル
ゾ
ー
ン

定
員　

35
名

会
費　

３
５
０
０
円
（
保
険
・
昼
食
込
）

締
切　

６
月
25
日
㈫

主
催　

京
葉
俱
楽
部

担
当　

多
々
良
正
子

　

☎
０
９
０
（
４
１
３
４
）
３
６
６
３

＊
申
し
込
み
時
、
生
年
月
日
・
電
話
番

号
・
住
所
を
要
報
告
。

 

２
０
１
９
年
度
本
部
主
催
イ
ベ
ン
ト

　

今
年
で
６
回
目
を
迎
え
る
本
部
主
催

イ
ベ
ン
ト
で
、
全
国
の
同
好
の
士
と
交

流
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
実
施
要

綱
は
、
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
本
部

か
ら
の
お
知
ら
せ
」
に
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
（http

：//jtbob.com
/

）。

 

第
３
回
全
国
俳
句
大
会

　

テ
レ
ビ
番
組
で
も
人
気
の
俳
句
。
一

人
で
楽
し
ん
で
い
る
方
も
、
グ
ル
ー
プ

や
支
部
同
好
会
で
親
し
ん
で
い
る
方
も

奮
っ
て
ご
投
句
を
！

兼
題　

団
扇
（
う
ち
わ
）

　
　
　

金
魚
（
き
ん
ぎ
ょ
）

　
　
　

星
月
夜
（
ほ
し
づ
き
よ
）

作
品　

一
人
２
句
（
兼
題
１
句
、
盛
夏

の
季
語
か
ら
自
由
題
１
句
）

応
募　

７
月
１
日
㈪
〜
８
月
31
日
㈯

　
　
　

郵
便
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
で
本

部
事
務
局
へ
。

審
査　

予
備
選
考
の
後
、
佐
々
木
建
成

さ
ん
（
俳
人
・
天
穹
俳
句
会
主

宰
）
が
最
終
選
考
。

表
彰　

兼
題
、
自
由
題
ご
と
に
、Ｂ
Ｏ

Ｂ
会
会
長
賞
１
句
、
優
秀
賞
２

句
、
入
賞
５
句
。

 

第
６
回
全
国
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

　

一
瞬
を
と
ら
え
た
躍
動
感
の
あ
る
写

真
、
懐
か
し
さ
が
漂
う
写
真
、
旅
先
で

出
会
っ
た
人
と
の
温
か
み
の
あ
る
写
真

な
ど
、多
く
の
応
募
を
お
待
ち
し
ま
す
。

テ
ー
マ　

①
旅
（
風
景
や
小
さ
な
旅
、

日
帰
り
旅
な
ど
、「
旅
」
に
ま

つ
わ
る
写
真
）　

②
自
由

作
品　

３
年
以
内
に
撮
影
し
た
未
発
表

の
現
像
写
真
（
Ａ
４
版
か
２
Ｌ

版
）ま
た
は
デ
ジ
タ
ル
写
真（
ス

マ
ホ
可
）。
一
人
３
点
ま
で
。

応
募　

７
月
１
日
㈪
〜
９
月
30
日
㈪

　
　
　

氏
名
、
所
属
支
部
、
テ
ー
マ
名
、

画
題
、
撮
影
日
、
場
所
、
作
品

に
関
す
る
コ
メ
ン
ト
（
30
字
以

内
）を
添
え
、郵
送
ま
た
は
メ
ー

ル
に
て
本
部
事
務
局
ま
で
。

審
査　

伊
東
浩
委
員
長（
プ
ロ
写
真
家
）

他
３
名
で
10
月
中
旬
に
実
施
。

表
彰　

テ
ー
マ
ご
と
に
、
最
優
秀
賞
１

点
、
優
秀
賞
２
点
、
準
優
秀
賞

３
点
、
審
査
員
特
別
賞
１
点
、

佳
作
数
点
。

お
客
様
紹
介
運
動
実
績
の
紹
介
者

　
　
　
　
　
　「
支
部
だ
よ
り
」掲
載
時
期
が
変
わ
り
ま
す

　

今
年
４
月
か
ら
、
旅
行
紹
介
の
実
績

報
告
は
出
発
日
ベ
ー
ス
に
、
ま
た
Ｊ
Ｔ

Ｂ
か
ら
の
実
績
報
告
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
時
期
が
翌
月
上
旬
か
ら
翌
月
15
日
前

後
に
変
わ
り
ま
し
た
。

　

前
年
度
ま
で
は
申
込
月
を
基
準
に
集

計
さ
れ
、
翌
月
上
旬
に
デ
ー
タ
の
報
告

が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
２
〜
３
カ
月
後

「
支
部
だ
よ
り
」
に
紹
介
者
の
お
名
前

が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
今
年
度

か
ら
は
、
旅
行
紹
介
は
出
発
済
分
、
ナ

イ
ス
ギ
フ
ト
は
購
入
分
が
翌
月
15
日
前

後
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
れ
ま
す
。
た

と
え
ば
、
４
月
分
の
紹
介
者
に
つ
い
て

は
、
５
月
15
日
前
後
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
さ
れ
、
支
部
だ
よ
り
の
作
業
上
、
最

短
で
も
３
カ
月
後
の
７
月
号
の
掲
載
と

な
り
ま
す
。
旅
行
紹
介
の
場
合
は
、
出

発
が
数
カ
月
先
の
こ
と
も
あ
り
、
さ
ら

に
間
隔
が
空
く
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
変
更
点
に
ご
留
意
い
た
だ
き
、

な
お
数
カ
月
経
過
し
て
も
「
支
部
だ
よ

り
」
に
お
名
前
が
掲
載
さ
れ
な
い
場
合

は
、
お
客
様
紹
介
担
当
理
事
ま
た
は
事

務
局
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
今
後
こ
の
変
更
に
対
応
し
、

出
発
月
の
翌
月
末
ま
で
に
、
支
部
だ
よ

り
に
先
行
し
て
、
関
東
支
部
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
の
で
、
ご
覧
く

だ
さ
い
。

参
加
者
募
集

お
申
し
込
み
は
Ｂ
Ｏ
Ｂ
会
事
務
局
へ

 

（
所
属
倶
楽
部
名
・
年
齢
要
）

〒171-0022 東京都豊島区南池袋2-43-19  JTBビル内
電話.03-6912-8810 FAX.03-6912-8811
関東支部ホームページアドレス　http://jtbob.com/kanto_hp/index.html

JTBグループ OB・OG会
関 東 支 部 発行：BOB会関東支部

2019年
（令和元年）

第333号

あじさい



な
ん
ご

あ
い
に
く

ふ
か
ん

ば

に
ゅ
う

 
第
68
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

と
き
わ
路
倶
楽
部
（
募
集
）

期
日　

７
月
12
日
㈮

場
所　

グ
ラ
ン
ド
ス
ラ
ム
Ｃ
Ｃ

集
合　

８
時
30
分

ス
タ
ー
ト　

９
時
７
分

募
集　

５
組
20
名

費
用　

プ
レ
ー
費　

４
７
６
２
円

　
　
　
（
諸
税
・
昼
食
込
）

　
　
　

参
加
費　
　

１
０
０
０
円

締
切　

７
月
１
日
㈪

担
当　

大
谷　

広
一

　

☎
０
９
０
（
３
０
９
６
）
９
８
７
０

 

第
91
回
な
ん
た
い
杯
ゴ
ル
フ

な
ん
た
い
倶
楽
部
（
募
集
）

期
日　

７
月
17
日
㈬

場
所　

鹿
沼
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

集
合　

８
時
30
分

ス
タ
ー
ト　

９
時
17
分

募
集　

３
組
12
名

費
用　

プ
レ
ー
費　
　

７
２
０
０
円

　
　
　
（
諸
税
・
昼
食
込
）

　
　
　

参
加
費　

男
性
１
５
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　

女
性
１
０
０
０
円

締
切　

７
月
８
日
㈪

担
当　

百
戸　

正
行

　

☎
０
９
０
（
６
５
１
５
）
０
６
７
２

 

東
海
道
を
歩
く
（
第
７
回
）

藤
沢
か
ら
平
塚
（
報
告
）

　

今
年
の
「
東
海
道
を
歩
く
」
は
、
小

雨
降
る
３
月
26
日
、
総
勢
54
名
（
他
倶

楽
部
28
名
）
で
藤
沢
本
町
駅
か
ら
始
ま

り
ま
し
た
。

　

間
も
な
く
藤
沢
宿
を
出
て
、
大
山
道

道
標
と
一
の
鳥
居
を
過
ぎ
、
ひ
た
す
ら

西
へ
。
松
並
木
に
昔
を
偲
び
な
が
ら
歩

を
進
め
、
茅
ヶ
崎
駅
近
く
で
昼
食
。
人

気
店
「
Ｍ
Ｏ
Ｋ
Ｉ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
」
の
イ
タ
リ

ア
料
理
は
、
と
て
も
好
評
で
し
た
。

　

午
後
は
天
気
も
回
復
し
、
パ
ワ
ー
ス

ポ
ッ
ト
の
第
六
天
神
社
、
南
湖
の
左
富

士
碑
（
生
憎
富
士
は
見
え
ず
）、
関
東

大
震
災
で
水
田
の
中
か
ら
出
現
し
た
旧

相
模
川
橋
脚
な
ど
を
見
学
。
そ
し
て
、

相
模
川
に
架
か
る
全
長
２
０
０
ｍ
の
馬

入
橋
を
渡
り
、
午
後
４
時
過
ぎ
平
塚
駅

到
着
。
道
す
が
ら
、
ほ
こ
ろ
び
始
め
た

桜
に
癒
や
さ
れ
、
シ
リ
ー
ズ
最
長
12
㎞

を
歩
き
通
し
ま
し
た
。　
（
鷲
澤　

記
）

 

第
90
回
記
念
ゴ
ル
フ
会
（
報
告
）

　

平
成
最
後
の
ゴ
ル
フ
会
は
、
３
月
29

日
、
富
士
グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
ゴ
ル
フ
コ
ー

ス
に
て
、
15
名
（
他
倶
楽
部
３
名
）
が

参
加
し
開
催
し
ま
し
た
。

　

90
回
記
念
大
会
は
、
当
俱
楽
部
所
属

の
真
次
敏
夫
さ
ん
が
優
勝
し
ま
し
た
。

　

成
績
は
次
の
と
お
り
。　
　

Ｇ
Ｈ
Ｎ

優　

勝　

真
次　

敏
夫
さ
ん　

84
13
71

準
優
勝　

舟
田　

礼
子
さ
ん　

101
26
75

３　

位　

馬
場　

一
夫
さ
ん　

88
12
76

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
平
澤　

記
）

 

江
戸
城
御
門
巡
り

　
　
　

外
堀
編　

其
之
二
（
報
告
）

　

桜
満
開
な
が
ら
花
冷
え
の
３
月
29
日
、

赤
坂
見
附
に
34
名
が
集
い
、
江
戸
城
外

堀
御
門
を
巡
り
ま
し
た
。

　

初
め
に
、
紀
州
藩
中
屋
敷
で
あ
っ
た

紀
尾
井
町
ガ
ー
デ
ン
の
遊
歩
道
デ
ッ
キ

よ
り
赤
坂
御
門
の
高
石
垣
を
眺
め
な
が

ら
庭
園
を
散
策
。
清
水
谷
公
園
の
江
戸

水
道
の
水
桝
等
を
見
て
、
彦
根
藩
中
屋

敷
（
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
）
の
庭

園
を
抜
け
、
喰
違
門
へ
。
左
に
真
田
濠

を
見
て
、土
塁
の
上
を
四
ツ
谷
門
、市
ヶ

谷
門
と
桜
の
遊
歩
道
を
散
策
。
市
ヶ
谷

で
は
法
政
大
学
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
タ
ワ
ー

25
階
か
ら
外
濠
を
俯
瞰
し
、
外
濠
公
園

を
牛
込
門
へ
と
歩
き
ま
し
た
。

　

昼
食
は
神
楽
坂
の
料
亭「
か
ね
い
ち
」

で
会
席
料
理
を
堪
能
。
そ
の
後
は
外
濠

通
り
を
飯
田
橋
か
ら
小
石
川
橋
御
門
跡

ま
で
歩
き
、
水
道
橋
に
て
解
散
し
ま
し

た
。
次
回
は
、
12
月
に
内
堀
か
ら
城
内

を
予
定
し
て
い
ま
す
。　
（
杉
田　

記
）

 

山
手
線
ぐ
る
り
一
周
の
旅
（
第
９
回
）

　

大
崎
駅
か
ら
田
町
駅
（
報
告
）

　

４
月
15
日
、
清
々
し
く
晴
れ
た
朝
、

大
崎
駅
に
26
名
が
参
集
し
、
お
な
じ
み

の
野
萩
さ
ん
の
解
説
で
出
発
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
東
海
寺
へ
向
か
い
、
沢
庵
和
尚
、

井
上
勝
（
鉄
道
の
父
）
の
墓
参
。
島
倉

千
代
子
の
お
墓
で
は
た
く
さ
ん
の
新
し

い
献
花
が
あ
り
、
フ
ァ
ン
の
熱
い
思
い

を
感
じ
ま
し
た
。
品
川
神
社
、
東
海
道

品
川
宿
本
陣
跡
、
御
殿
山
下
砲
台
跡
、

利
田
神
社
（
鯨
塚
）
を
巡
り
、
品
川
駅

で
記
念
写
真
を
撮
り
ま
し
た
。

　

昼
食
は
、
あ
き
た
美
彩
館
で
秋
田
郷

土
料
理
を
美
味
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

午
後
は
、
東
禅
寺
、
泉
岳
寺
、
高
輪

大
木
戸
、
元
和
キ
リ
シ
タ
ン
殉
教
地
跡

を
巡
り
15
時
頃
田
町
駅
に
到
着
、
次
回

９
月
17
日
の
最
終
回
で
の
再
会
を
楽
し

み
に
散
会
し
ま
し
た
。　
　
（
森　

記
）

 

武
蔵
の
国
一
宮
氷
川
の
杜

「
観
桜
会
」（
報
告
）

　

３
月
29
日
、
毎
年
恒
例
の
大
宮
公
園

で
の
お
花
見
会
。
今
年
は
１
０
０
０
本

の
桜
が
咲
き
競
う
絶
景
で
花
の
見
頃
で

し
た
。
満
開
に
近
い
桜
の
下
に
30
名
が

集
い
（
常
磐
倶
楽
部
８
名
）、
飲
ん
で

食
べ
て
語
り
合
い
、
大
い
に
宴
を
楽
し

み
ま
し
た
。
た
だ
唯
一
の
難
が
気
温
の

低
さ
。
予
想
以
上
の
寒
さ
で
、
予
定
を

早
め
て
閉
会
。
宮
嶋
恂
さ
ん
の
力
強
い

お
言
葉
で
、
来
年
の
再
会
を
約
し
散
会

と
な
り
ま
し
た
。　
　
　
（
髙
田　

記
）

湘

南

倶

楽

部

東
京
２
３
倶
楽
部

さ
い
た
ま
倶
楽
部

昼食個所「MOKICHI」にて

牛込御門跡にて品川駅にて

第333号 （2）



 

第
81
回
ゴ
ル
フ
桜
花
杯
（
報
告
）

　

４
月
２
日
、
多
古
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ

ブ
に
て
、
19
名
の
参
加
で
開
催
し
ま
し

た
。
新
元
号
「
令
和
」
が
発
表
さ
れ
た

翌
日
、快
晴
に
恵
ま
れ
、楽
し
く
プ
レ
ー

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

成
績
は
次
の
と
お
り
。　
　

Ｇ
Ｈ
Ｎ

優　

勝　

橋
本　

二
郎
さ
ん　

100
26.4
73.6

準
優
勝　

郡
司　

光
恭
さ
ん　

99
25.2
73.8

３　

位　

松
本　
　

一
さ
ん　

95
20.4
74.6

Ｂ　

Ｇ　

高
澤　

功
治
さ
ん　

92

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
金
子　

記
）

 

第
63
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
（
報
告
）

　

４
月
２
日
、
出
島
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
に

て
、
他
倶
楽
部
か
ら
の
参
加
者
も
含
め

18
名
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
晴
れ
ま
し
た
が
肌
寒
く
、
グ

リ
ー
ン
の
微
妙
な
ア
ン
ジ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
に
悩
ま
さ
れ
、
皆
苦
戦
し
ま
し
た
。

今
回
も
オ
ー
プ
ン
コ
ン
ペ
お
肉
祭
り
に

参
加
。
６
名
が
入
賞
。
全
員
豚
肉
の
味

噌
漬
け
、
和
菓
子
の
お
土
産
を
手
に
解

散
し
ま
し
た
。

　

３
年
ぶ
り
に
上
位
を
当
倶
楽
部
メ
ン

バ
ー
が
占
め
、
前
回
の
雪
辱
を
果
た
し

ま
し
た
。

　

成
績
は
次
の
と
お
り
。　
　

Ｇ
Ｈ
Ｎ

優　

勝　

西
袋　

文
枝
さ
ん　

105
30
75

準
優
勝　

井
内　

貴
明
さ
ん　

98
22.8
75.2

３　

位　

新
倉　

武
一
さ
ん　

103
27.6
75.4

Ｂ　

Ｇ　

古
越　

正
則
さ
ん　

95

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
西
袋　

記
）

 

第
５
回
北
関
東
地
区
倶
楽
部

合
同
ゴ
ル
フ
大
会
（
報
告
）

　

４
月
２
日
、
鷹
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
に
て
、

28
名
の
参
加
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

ゴ
ル
フ
場
の
桜
は
開
花
ま
で
あ
と
少

し
、
花
冷
え
の
青
空
の
下
、
ゴ
ル
フ
大

好
き
な
仲
間
と
楽
し
く
プ
レ
ー
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

成
績
は
次
の
と
お
り
。

〈
個
人
戦
〉　　
　
　
　
　
　
　

Ｇ
Ｈ
Ｎ

優　

勝　

島
田　

義
典
さ
ん　

90
16.8
73.2

準
優
勝　

野
口
正
太
郎
さ
ん　

89
15.6
73.4

３　

位　

八
巻　

信
喜
さ
ん　

88
14.4
73.6

Ｂ　

Ｇ　

須
田　

孝
仁
さ
ん　

80

〈
団
体
戦
〉

優　

勝　

さ
き
た
ま
倶
楽
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
川
田　

記
）

 

第
88
回
な
ん
た
い
杯
ゴ
ル
フ
（
報
告
）

　

４
月
17
日
、
ロ
イ
ヤ
ル
メ
ド
ウ
Ｇ
Ｃ

に
て
、
参
加
者
８
名
で
開
催
し
ま
し
た
。

桜
は
終
盤
で
す
が
、
風
も
な
く
、
絶
好

の
天
気
に
恵
ま
れ
、
楽
し
く
プ
レ
ー
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

成
績
は
次
の
と
お
り
。　
　

Ｇ
Ｈ
Ｎ

優　

勝　

林　
　
　

守
さ
ん　

91
13
78

準
優
勝　

今
井　

秀
明
さ
ん　

91
11
80

３　

位　

川
田　

和
夫
さ
ん　

88
6
82

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
百
戸　

記
）

 

２
０
１
９
年
度
通
常
総
会
・
懇
親
会

（
報
告
）

　

４
月
15
日
、
高
崎
ワ
シ
ン
ト
ン
ホ
テ

ル
プ
ラ
ザ
に
て
、
21
名
が
出
席
し
通
常

総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
か
ら
北
関
東
・
新
潟
エ
リ
ア

長
の
若
山
雅
美
さ
ん
を
ゲ
ス
ト
に
迎
え
、

店
舗
へ
の
情
報
提
供
と
販
売
協
力
を
確

認
し
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
２
０
１
９
年
度
の
事
業

計
画
も
承
認
さ
れ
、
楽
し
く
健
康
的
で

活
発
な
倶
楽
部
活
動
を
目
標
に
新
年
度

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

ま
た
行
事
に
つ
い
て
は
、
会
員
同
士

の
声
掛
け
で
多
く
の
方
が
参
加
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
祈
念
し
、
総
会
は
無
事

終
了
し
ま
し
た
。

　

第
２
部
の
懇
親
会
は
24
名
が
参
加
、

間
部
新
代
表
の
挨
拶
で
開
宴
し
、
賑
や

か
に
過
ご
し
ま
し
た
。　
（
今
井　

記
）

 

第
12
回
花
見
会
（
報
告
）

　

３
月
29
日
、
恒
例
の
テ
ニ
ス
同
好
会

花
見
会
を
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ⅰ
敷
地
内
の
「
桜
の

広
場
」
に
て
、
12
名
の
参
加
で
開
催
し

ま
し
た
。

　
「
今
年
は
暖
冬
で
早
い
開
花
」
と
の

情
報
も
あ
り
例
年
よ
り
１
週
間
早
く
設

定
し
ま
し
た
。
桜
は
五
分
咲
き
で
し
た

が
、
直
近
の
予
報
ど
お
り
の
と
て
も
寒

い
日
で
し
た
。

　

し
か
し
そ
れ
は
そ
れ
、
慣
れ
た
手
順

で
買
い
出
し
、
設
営
と
準
備
は
進
み
ま

す
。
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
に
パ
イ
プ
椅
子
で

す
が
、
飲
物
は
ビ
ー
ル
に
日
本
酒
・
烏

龍
茶
、
つ
ま
み
は
漬
物
・
焼
鳥
・
唐
揚

げ
で
、
助
六
寿
司
に
幕
の
内
・
団
子
・

た
こ
焼
き
も
添
え
ら
れ
て
、
テ
ニ
ス
の

話
題
に
花
が
咲
き
、
家
庭
菜
園
の
葱
の

土
産
も
結
構
で
し
た
。　
（
内
山　

記
）

北
関
東
倶
楽
部

な
ん
た
い
倶
楽
部

京

葉

倶

楽

部

常

磐

倶

楽

部

さ
き
た
ま
倶
楽
部

テ
ニ
ス
同
好
会

第333号（3）



ま
い
し
ん

 
夏
合
宿
の
時
期
到
来
！
（
募
集
）

　

技
量
の
ア
ッ
プ
と
健
康
増
進
を
目
指

し
て
今
年
も
恒
例
の
合
宿
を
実
施
し
ま

す
。
未
経
験
の
方
も
大
歓
迎
。「
日
本

ス
ポ
ー
ツ
ウ
エ
ル
ネ
ス
吹
き
矢
協
会
」

公
認
指
導
員
が
懇
切
丁
寧
に
手
ほ
ど
き

し
ま
す
。

期
日　

７
月
７
日
㈰
〜
８
日
㈪

場
所　

い
こ
い
の
村
涸
沼
（
鉾
田
市
）

集
合　

上
野
駅
コ
ン
コ
ー
ス　

９
時　

　
　

＊
９
時
30
分
と
き
わ
55
号
乗
車

会
費　

２
３
０
０
０
円

　
　
　

現
地
参
加
者　

１
８
０
０
０
円

　
　
　
（
交
通
費
・
宿
泊
・
昼
食
２
回
・

宴
会
・
保
険
込
）

担
当　

清
水　

紘
一

　

☎
０
８
０
（
４
１
１
８
）
３
２
０
１

 

平
成
30
年
度
第
８
回
戦(

報
告)

　

３
月
27
日
、
し
す
い
の
森
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
場
に
て
、
12
名
が
参
加
し
平
成
30

年
度
の
最
終
戦
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
４
月
中
旬
並
み
の
穏
や
か
な

気
候
で
、
ま
さ
に
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
日
和

で
し
た
。
３
月
で
こ
の
ゴ
ル
フ
場
が
閉

鎖
す
る
た
め
、
こ
こ
で
の
プ
レ
ー
が
最

後
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
皆
さ
ん
張
り

切
っ
て
、
い
つ
に
な
く
大
混
戦
で
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
喜
ば
し
い
こ
と
に
入
賞

に
新
た
な
顔
ぶ
れ
も
入
り
、
さ
ら
に
ホ

ー
ル
イ
ン
ワ
ン
も
２
本
出
て
、
有
終
の

美
を
飾
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

成
績
は
次
の
と
お
り
。　
　

Ｇ
Ｈ
Ｎ

優　

勝　

宮
田　

松
吉
さ
ん　

105
29
134

準
優
勝　

中
村　

好
一
さ
ん　

141
-5
136

３　

位　

井
田　

建
造
さ
ん　

144
-5
139

Ｂ
Ｂ
賞　

滑
川　

和
己
さ
ん

大
野
亀
で
は
毎
年
６
月
初
旬
「
飛
び
島

カ
ン
ゾ
ウ
祭
り
」
が
行
わ
れ
、
島
内
外

か
ら
多
く
の
観
光
客
を
集
め
て
い
る
。

「
素
朴
な
人
と
新
鮮
な
山
海
の
食
」
を

楽
し
み
に
、
我
が
ふ
る
さ
と
佐
渡
へ
、

ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

　

４
月
１
日
、
新
元
号
「
令
和
」
が
発

表
さ
れ
ま
し
た
が
、
直
後
か
ら
弊
社
の

電
話
が
鳴
り
続
け
、
当
日
は
閉
店
ま
で

対
応
に
追
わ
れ
る
と
い
う
状
況
で
し
た
。

テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
新
聞
な
ど
の
マ
ス

コ
ミ
関
係
の
取
材
や
お
得
意
様
、
取
引

業
者
、
友
人
、
ご
近
所
の
方
々
か
ら
の

お
祝
い
の
た
め
で
す
。
弊
社
の
社
名
は

「
㈱
レ
イ
ワ
」。
こ
れ
は
、
小
生
の
母
校

埼
玉
県
立
浦
和
高
校
の
同
窓
会
の
名
称

「
麗
和
会
」
に
倣
い
、
同
窓
会
の
了
承

を
得
た
上
で
社
名
と
し
た
も
の
で
す
。

偶
然
、
新
元
号
と
社
名
が
重
な
っ
た
こ

と
で
、
新
元
号
フ
ィ
ー
バ
ー
で
ク
ロ
ー

ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

弊
社
は
平
成
２
年
２
月
旅
行
代
理
店

と
し
て
創
業
以
来
、
令
和
２
年
に
は
30

周
年
を
迎
え
ま
す
が
、
新
天
皇
が
即
位

さ
れ
て
令
和
の
時
代
が
始
ま
る
と
い
う

節
目
と
重
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
新
天

皇
が
学
習
院
初
等
科
に
ご
在
学
中
（
当

時
浩
宮
様
）、
修
学
旅
行
の
際
に
団
旅

渋
谷
支
店
時
代
の
小
生
が
チ
ー
フ
添
乗

員
と
し
て
、
裏
磐
梯
・
会
津
方
面
を
ご

案
内
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
も
あ
り
、

奇
し
き
因
縁
を
感
じ
て
い
ま
す
。
現
在
、

Ｊ
Ｔ
Ｂ
の
ご
協
力
も
い
た
だ
き
、
社
業

は
順
調
に
推
移
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
社
名
に
恥
じ
ぬ
よ
う
、
令
和
の

時
代
を
邁
進
し
て
ゆ
く
所
存
で
す
。

　

Ｂ
Ｏ
Ｂ
会
に
新
た
に
入
会
さ
れ
た
22

名
の
方
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

〈
４
月
〉

横
浜
市　
　
　

牛
嶋　
　

徹
さ
ん

横
浜
市　
　
　

相
原　

英
明
さ
ん

横
浜
市　
　
　

吉
田　

直
樹
さ
ん

大
和
市　
　
　

福
田　

貞
見
さ
ん

（
以
上
湘
南
倶
楽
部
）

東
松
山
市　
　

関
根　
　

勲
さ
ん

さ
い
た
ま
市　

伊
藤　

正
人
さ
ん

春
日
部
市　
　

津
田　
　

薫
さ
ん

春
日
部
市　
　

永
島　

賢
治
さ
ん

朝
霞
市　
　
　

松
本　

利
博
さ
ん

久
喜
市　
　
　

岩
間　

千
里
さ
ん

八
潮
市　
　
　

小
倉　
　

勝
さ
ん

（
以
上
さ
き
た
ま
倶
楽
部
）

世
田
谷
区　
　

新
條
千
佳
子
さ
ん　

世
田
谷
区　
　

坂
本　

千
穂
さ
ん

北
区　
　
　
　

中
間
美
恵
子
さ
ん

足
立
区　
　
　

三
輪
美
津
枝
さ
ん

文
京
区　
　
　

中
村　

圭
子
さ
ん

（
以
上
東
京
２
３
倶
楽
部
）

鴻
巣
市　
　
　

飛
田　

洋
子
さ
ん

藤
岡
市　
　
　

市
川
佐
知
子
さ
ん

（
以
上
北
関
東
倶
楽
部
）

野
田
市　
　
　

民
輪　

孝
弘
さ
ん

（
常
磐
倶
楽
部
）

千
葉
市　
　
　

八
方
智
惠
子
さ
ん

千
葉
市　
　
　

岩
田　

俊
夫
さ
ん

（
以
上
京
葉
倶
楽
部
）

水
戸
市　
　
　

黒
岩　

浩
二
さ
ん

（
と
き
わ
路
倶
楽
部
）

 

関
東
支
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

お
知
ら
せ
通
知
登
録
の
お
願
い

　
「
お
知
ら
せ
通
知
登
録
」
は
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
ト
ッ
プ
画
面
に
お
知
ら
せ

（
訃
報
・
行
事
報
告
・
事
務
局
情
報
な

ど
）
が
掲
載
さ
れ
る
と
、
登
録
し
た
メ

ー
ル
ア
ド
レ
ス
に
、
そ
の
お
知
ら
せ
が

自
動
的
に
届
く
便
利
な
仕
組
み
で
す
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
も
可
能
で
す
。

　

お
知
ら
せ
通
知
登
録
の
方
法…

…

①
関
東
支
部
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
画
面
右
に

あ
る
「
お
知
ら
せ
通
知
登
録
」
で
、

所
属
す
る
地
区
倶
楽
部
を
プ
ル
ダ
ウ

ン
か
ら
選
び
ま
す
。

②
姓
、名
に
漢
字
で
入
力
し
、受
信
す
る

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
入
力
し
ま
す
。

③
登
録
を
ク
リ
ッ
ク
し
ま
す
。

④
登
録
ア
ド
レ
ス
の
受
信
ト
レ
イ
で
通

知
登
録
を
承
認
し
て
完
了
で
す
。

　

お
知
ら
せ
通
知
の
運
用
開
始
は
７
月

１
日
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、

登
録
は
今
か
ら
で
き
ま
す
。

訃
　
　
　
　
報

小
保
方
昭
和
さ
ん　
　
（
83
歳
）

平
成
31
年
２
月
８
日

柴
田　

英
寿
さ
ん　
　
（
77
歳
）

平
成
31
年
３
月
24
日

高
木　

四
郎
さ
ん　
　
（
93
歳
）

平
成
31
年
４
月
15
日

折
笠　

清
介
さ
ん　
　
（
70
歳
）

平
成
31
年
４
月
25
日

丹
野　
　

功
さ
ん　
　
（
78
歳
）

令
和
元
年
５
月
１
日

岩
上　

成
一
さ
ん　
　
（
84
歳
）

令
和
元
年
５
月
２
日

謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。

会
員
だ
よ
り

＊
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン

中
村　

好
一
さ
ん
（
Ｃ
コ
ー
ス
５
番
23ｍ
）

戸
塚　

武
雄
さ
ん
（
Ｃ
コ
ー
ス
４
番
57ｍ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
富　

記
）

　

勤
務
の
ほ
と
ん
ど
を
単
身
赴
任
で
過

ご
し
、
家
内
の
病
気
を
機
に
甲
府
で
退

職
。
現
在
は
新
潟
市
内
に
住
ん
で
い
る
。

　

特
定
難
病
疾
患
の
家
内
の
介
護
生
活
。

少
し
で
も
外
に
連
れ
出
そ
う
と
、
ひ
な

飾
り
巡
り
、水
仙
の
群
生
地
、鳥
屋
野
潟

の
桜
な
ど
、
事
あ
る
ご
と
に
引
っ
張
り

出
し
て
い
る
。
今
ま
で
の
罪
滅
ぼ
し
か
。

　

第
二
の
職
を
13
年
勤
め
、
今
年
か
ら

年
金
生
活
に
な
っ
た
。
唯
一
の
趣
味
が

ゴ
ル
フ
。
45
年
前
、
家
内
が
ス
ポ
ル
デ

ィ
ン
グ
の
セ
ッ
ト
を
買
っ
て
く
れ
た
の

が
始
ま
り
で
、
今
で
も
こ
れ
だ
け
は
文

句
も
言
わ
ず
送
り
出
し
て
く
れ
る
。
お

か
げ
さ
ま
で
、
Ｂ
Ｏ
Ｂ
会
の
仲
間
と
月

２
回
程
の
例
会
を
中
心
に
、
年
45
回
ぐ

ら
い
楽
し
ん
で
い
る
。
ス
コ
ア
は
相
変

わ
ら
ず
だ
が
。

　

退
職
し
て
か
ら
故
郷
が
近
く
な
り
、

同
級
会
な
ど
佐
渡
に
行
く
機
会
が
多
く

な
っ
た
。
昨
年
、
中
学
の
同
級
生
７
人

と
初
め
て
島
内
を
一
周
し
た
。
弾
崎
、

姫
崎
、
沢
崎
鼻
そ
し
て
台
ヶ
鼻
と
先
端

の
４
つ
の
灯
台
を
制
覇
し
た
。
最
北
端
、

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
同
好
会

吹
き
矢
同
好
会

流
さ
れ
て

に
い
が
た
　
新
井　

俊
一

新
元
号
と
社
名
が
一
緒

さ
き
た
ま
　
小
菅　

恒
雄

新

入

会

員

を

ご

紹

介

し

ま

す

お

知

ら

せ

（4）第333号


